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1.  平成26年3月期第2四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 12,935 4.1 101 13.1 131 17.6 80 17.0
25年3月期第2四半期 12,422 △1.2 89 △12.4 112 △9.1 68 △4.9

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 15.80 ―
25年3月期第2四半期 13.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 6,507 4,570 70.2 897.83
25年3月期 7,008 4,550 64.9 894.03
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  4,570百万円 25年3月期  4,550百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 12.00 12.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,592 2.9 274 21.5 313 19.3 189 28.1 37.13



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 5,500,000 株 25年3月期 5,500,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 409,776 株 25年3月期 409,776 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 5,090,224 株 25年3月期2Q 5,091,201 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間における我が国経済は、円安・株高が進行し、自動車業界をはじめとする輸出関連業界は

好調で、国内においても景況感の改善などから建設・不動産業界の業績は回復傾向となっています。個人消費でも、

高級品を中心に堅調な販売が続いている百貨店の業績は順調です。しかし一方で実体経済への波及は充分ではなく、

スーパーマーケット業界・ホームセンター業界等は、消費の二極化・節約志向により苦戦を強いられています。ま

た、団塊ジュニアが40代になりつつあり、団塊の世代ともども、健康関連への支出は確実に増えています。特に今年

のような猛暑や天候不順では、野菜・果物の需要が堅調で、青果業界は生産から小売まで拡大しました。 

当社を取り巻く環境としましては、産地の高齢化などにともない、国内における花きの生産が減少傾向となって

いることがあります。そのため不足を輸入切花で補うという構図が続いていましたが、政権交代後の円安によって、

これが崩れました。 

このような経済状況のもとで当社は、主要産地との取り組みをさらに強めました。主要産地は花き卸売市場だけ

でなく、その先の小売店まで選別し、しぼり込みし始めています。当社は「場のセリ」と「在宅セリ」で切花相場の

日本標準を生み出すとともに、セリ以外の取引では「農業の６次産業化（※注）」に取組み、産地と連携をとりなが

ら、特定のもの同士のサプライチェーンをいくつも作ることに力を注ぎました。 

以上の結果、当第２四半期累計期間（平成25年４月～９月）の業績は、売上高 千円（前年同四半期比

％増）となり、内訳をみますと、切花の取扱高 千円（前年同四半期比 ％増）、鉢物の取扱高

千円（前年同四半期比 ％減）、付帯業務収益 千円（前年同四半期比 ％増）となりました。利益

につきましては、営業利益 千円（前年同四半期比 ％増）、経常利益 千円（前年同四半期比 ％

増）、四半期純利益 千円（前年同四半期比 ％増）と増収増益となりました。 

  

（※注）１次産業の農林水産業×２次産業の製造・加工業×３次産業のサービス・流通業によって、新たな付加価値

の創造などをめざすもの 

  

 なお、当社は花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行なっておりません。 

   

 切花、鉢物に関する概況は次の通りです。 

  

切花 

・春になっても寒い日が続いたこと、例年より早く梅雨入りするも雨が少ないことなどの天候不順により、４月～６

月にかけては、全体的に品薄の状態が続きました。円安の影響から輸入品の入荷が減少したこともあり、多くの品目

で前年を下回る入荷量となりました。そのため、前年に比べ価格は上昇することが多く、おおむね品薄高で推移する

も、キク類においては、３月のお彼岸から続く相場の低迷からなかなか抜け出せず、入荷量・販売金額とも前年を下

回りました。 

・母の日の需要期においては、事前の注文も多く、スタンダードタイプのカーネーションを中心に引き合いが強まり

ました。特に定番の赤系は人気があり相場をけん引しました。バラやシャクヤク、ヒマワリなどの需要も高まりまし

た。しかしスプレータイプのカーネーションの受注は伸び悩みました。 

・例年であれば、７月には夏場の主力となる高冷産地からの出荷が本格化しますが、今年は天候不順により、なかな

かまとまった出荷とならず、７月も品薄でスタートしました。すぐに７月盆の需要期を迎え、東京都内・近郊の小売

店や花束加工業者を中心に引き合いが強まりました。需要期のあとは、急激な気温の上昇で、小菊は開花が進み、入

荷が予定より前倒しとなりました。その一方で、リンドウやトルコギキョウは主力産地における大雨の影響から、開

花時期が予定より遅れるなどし、入荷量が減少、堅調な取引となりました。また、クルクマやヒマワリは前年を上回

る入荷量となり、季節の花として専門店などから引き合いがありました。  

・８月を迎えてもリンドウの開花は予定より遅れた状態が続き、まとまった入荷となりませんでした。お盆には欠か

せない品目であるため、品薄高で推移しました。小菊は７月下旬から続く開花の前倒しが止まらず、９月出荷予定で

作付したものが８月中に咲いてしまい出荷されるなどしました。そのためお盆の需要期においても、供給過剰ぎみと

なり販売に苦戦しました。お盆の後は、例年、暑さのために店頭販売が低迷し、小売店などを中心に需要は鈍りま

す。しかし、品目によっては品薄のものがあり、全体的な入荷量も落ち着いていたため、極端に相場が下がることは

ありませんでした。品薄の要因は、猛暑による生育不順、暑さを避けるよう出荷サイクルを見直す産地があったこと

などによります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

12,935,191

4.1 11,882,731 5.0

990,488 5.1 61,971 6.5

101,778 13.1 131,826 17.6

80,414 17.0

  売上金額 千円11,882,731 （前年同期比 ％増） 5.0

  取扱数量 千本209,793 （  同  ％減） 3.1

（株）大田花き（7555）平成26年3月期第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

-2-



・９月に入ると、秋を感じさせる品目の出荷が増加しました。ただ、上旬は厳しい暑さが残っていたため、販売面で

は小売を中心に今一つ需要が盛り上がりませんでしたが、気温の低下とともに引き合いが出てきました。９月はお彼

岸による需要がありますが、小菊は７月～８月に開花が進んだことで９月は品薄、白菊も下位等級品を中心に入荷が

少なめ、鉄砲ユリは一部の産地で局地的大雨による被害があったため入荷量が減少するなど、多くの品目で品薄とな

り、代替品の提案や納期の調整などに努めました。３連休が２週続いたこともあり、彼岸需要のほかにも敬老の日の

ギフト、秋のブライダルやイベント向けの需要によって、ダリア・バラなど洋花の引き合いもありました。 

   

鉢物 

  

・母の日の需要期には、アジサイなどで室内用のコンパクトな商品の受注量が増加し、単価も高めに推移しました。

一方で、品質を重視し、アイテムを厳選したカーネーションの取扱数量は前年を大きく下回り、期間全体の販売金額

を押し下げました。 

・ファレノは、６月以降、株主総会や東京都議選などの需要があり、単価が大きく上昇しました。前年に引き続き白

花に偏る品種構成であったため、色物品種の品薄感も単価に影響を与えました。７月の参院選では、再び単価が上昇

し、８月上旬まで堅調に推移しました。しかし期待ほど需要は無く、盛り上がりは限定的なものでした。 

・お中元などのサマーギフトの需要期には、相対販売の強化や商材提案のスタイルを見直すなど、販売に注力をし、

注文数を伸ばしました。また、この流れを敬老の日の需要期につなげ、ブーゲンビリアやベゴニアなどの一部ギフト

向け商材においては、販売金額・取扱数量ともに前年を上回りました。しかし年々厳しさを増す猛暑の影響から、屋

外での植栽が敬遠され、苗物類の相場が低迷しました。 

・９月は、前年に比べ観葉植物の大口注文が無かったことや、デンファレ・オンシジュウムなどの洋蘭類の生産量が

減少していることなどから、入荷量・販売金額ともに落としました。お彼岸以降はコスモスなどの秋らしい商材が動

き始めましたが、長雨による開花遅れから花鉢類でも品薄となり、思うように結果の出ない期間となりました。  

   

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して500,952千円減少し6,507,456千円となりまし

た。その主な内訳は資産につきましては、現金及び預金の減少440,229千円、売掛金の減少87,126千円であります。 

 負債につきましては前事業年度末と比較して520,284千円減少し1,937,302千円となりました。その主な内訳は受託

販売未払金の減少533,007千円であります。純資産につきましては前事業年度末と比較して19,331千円増加し

4,570,153千円となりました。これは剰余金の配当により61,082千円減少し、四半期純利益の計上により80,414千円

増加したことによるものです。 

   

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末より340,229千円

減少し、2,008,675千円となっております。   

 営業活動の結果減少した資金は、303,909千円（前年同四半期は226,115千円の増加）となりました。主な減少要因

は、仕入債務の減少551,370千円、法人税等の支払額37,670千円によるものです。また、主な増加要因は、税引前四

半期純利益131,826千円、減価償却費80,752千円、売上債権の減少79,717千円によるものです。 

 投資活動の結果増加した資金は、33,932千円（前年同四半期は613,018千円の減少）となりました。増加要因は、

定期預金の払戻による収入700,000千円、貸付金の回収による収入106,076千円によるものです。また、主な減少要因

は、定期預金の預入による支出600,000千円、関係会社貸付による支出90,500千円、貸付けによる支出65,000千円に

よるものです。  

 財務活動の結果減少した資金は、70,251千円（前年同四半期は68,917千円の減少）となりました。この要因は、配

当金の支払額60,791千円及びリース債務の返済による支出9,460千円によるものです。 

   

  売上金額 千円990,488 （前年同期比5.1％減） 

  取扱数量 千鉢4,214 （  同  6.0％減） 

（株）大田花き（7555）平成26年3月期第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

-3-



（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社の今後の見通しにつきましては、まず、当第２四半期累計期間における売上高が、前年実績を上回ったもの

の、本年５月10日に発表した予想値からは4.4％下回りました。そのことに加え、10月から現在までの販売状況、さ

らに今後の事業環境においても厳しさが見込まれることから、通期の業績予想を以下のとおり修正いたします。 

  

平成26年３月期 通期個別業績予想数値（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

                                      （単位：百万円） 

  

花きの生産は、春の寒さ、梅雨の時期の少雨、夏場の猛暑に加え、地域によっては局地的な豪雨や度重なる台風

の襲来といった被害もあり、予定通りの出荷とならず、入荷量が伸び悩んでおります。特に例年にない数の台風が９

月から10月に発生し、これは年末の需要期に向けた作付けなどにも影響しています。また円安により輸入花きも前年

に比べ減少していることから、入荷量の減少は今後も続くことが予想されます。そのため相場はやや高めで推移して

いる品目もありますが、数量の減少を補うには至らず、売上高が落ち込むことが予想されます。 

売上高の減少を受けて、営業利益、経常利益及び当期純利益もそれぞれ本年５月10日に発表した予想値を下回る

ものと予想されます。 

なお、上記に記載した予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

  

   

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり  

当期純利益 

 前回発表予想（A)   28,130  362  389  235 46円34銭 

 今回修正予想（B)   26,592  274   313  189 37円13銭 

 増減額（B-A）  △1,538  △88  △76  △46 ― 

 増減率(％)  △5.5  △24.3  △19.7  △19.6 ― 

 （ご参考）前期実績 

 （平成25年３月期） 
  25,837  225  262  147 28円99銭 
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,048,905 2,608,675

売掛金 1,688,272 1,601,146

その他 79,465 92,778

貸倒引当金 △1,879 △1,773

流動資産合計 4,814,764 4,300,826

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 139,653 133,678

工具、器具及び備品（純額） 215,759 199,593

その他（純額） 137,752 132,585

有形固定資産合計 493,165 465,857

無形固定資産 190,634 166,273

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 145,769 134,807

その他 804,731 885,713

貸倒引当金 △6,791 △12,157

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,509,845 1,574,499

固定資産合計 2,193,644 2,206,630

資産合計 7,008,409 6,507,456

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 1,598,598 1,065,590

買掛金 30,256 22,647

未払法人税等 42,135 56,412

賞与引当金 23,879 49,928

その他 199,083 163,494

流動負債合計 1,893,953 1,358,073

固定負債   

退職給付引当金 223,942 238,452

その他 339,690 340,775

固定負債合計 563,633 579,228

負債合計 2,457,587 1,937,302
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 402,866 402,866

利益剰余金 3,944,777 3,964,109

自己株式 △348,321 △348,321

株主資本合計 4,550,822 4,570,153

純資産合計 4,550,822 4,570,153

負債純資産合計 7,008,409 6,507,456
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 12,422,079 12,935,191

売上原価 11,198,737 11,659,625

売上総利益 1,223,341 1,275,565

販売費及び一般管理費 1,133,386 1,173,786

営業利益 89,955 101,778

営業外収益   

受取利息 2,955 2,827

受取配当金 10,500 13,000

その他 9,045 14,395

営業外収益合計 22,501 30,222

営業外費用   

固定資産除却損 329 18

保険解約損 － 155

営業外費用合計 329 173

経常利益 112,127 131,826

税引前四半期純利益 112,127 131,826

法人税等 43,393 51,412

四半期純利益 68,734 80,414
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 112,127 131,826

減価償却費 83,932 80,752

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,592 26,049

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,820 14,509

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,239 5,260

受取利息及び受取配当金 △13,455 △15,827

有形固定資産除却損 329 18

有形固定資産売却損益（△は益） △8 －

売上債権の増減額（△は増加） 530,848 79,717

仕入債務の増減額（△は減少） △347,986 △551,370

未収入金の増減額（△は増加） 29 △1,862

未払費用の増減額（△は減少） △6,289 △8,895

未払金の増減額（△は減少） △16,770 △2,696

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,388 △1,643

その他 △54,665 △38,320

小計 305,468 △282,480

利息及び配当金の受取額 12,995 16,241

法人税等の支払額 △92,348 △37,670

営業活動によるキャッシュ・フロー 226,115 △303,909

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △600,000 △600,000

定期預金の払戻による収入 － 700,000

有形固定資産の取得による支出 △40,988 △12,365

有形固定資産の売却による収入 50 －

無形固定資産の取得による支出 △8,139 △4,279

貸付けによる支出 － △65,000

貸付金の回収による収入 94,059 106,076

関係会社貸付けによる支出 △58,000 △90,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △613,018 33,932

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △60,873 △60,791

リース債務の返済による支出 △8,044 △9,460

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,917 △70,251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △455,820 △340,229

現金及び現金同等物の期首残高 2,710,857 2,348,905

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,255,036 2,008,675
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

 当社は、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

   

売上高明細  

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

  ２ 上記の数量は、本数で集計しておりますが、鉢物のみ鉢数で集計しております。 

  

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

５．補足情報

  

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 

 前年同期比  
（自 平成24年４月１日 

   至 平成24年９月30日） 
（自 平成25年４月１日 

   至 平成25年９月30日） 

 数量  金額  数量  金額 
数量 金額 

 （千本）  （千円）  （千本）  （千円） 

 キク類 55,237 2,517,888 53,815  2,535,020 %97.43 %100.68

              

 洋ラン・バラ・カーネーション 50,104 2,796,242 48,019  2,981,040 %95.84 %106.61

              

 球根類 19,465 1,650,966 18,718  1,730,755 %96.16 %104.83

              

 草花類 65,207 3,060,258 63,696  3,290,429 %97.68 %107.52

              

 枝物・葉物 26,563 1,294,403 25,543  1,345,484 %96.16 %103.95

 切花 小計 216,578 11,319,760 209,793  11,882,731 %96.87 %104.97

              

 鉢物  4,485 1,044,123 4,214  990,488 %93.98 %94.86

 花き 合計 221,063 12,363,883 214,008  12,873,219 %96.81 %104.12

  

 付帯業務料 － 58,195 －  61,971 － %106.49

  

 売上高 合計 － 12,422,079 －  12,935,191 － %104.13
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